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者 の 主 体形 成 」 と 地 域形 成 に 関 す る 研 究

域 調 査 から 、居 住 者 の 永住 意 識・ 地 域 に 対 する 意 識・ 態 度 の 検 討一

大 家 政　　 瀬沼 頼 子

目 的　 地 域 形 成 の あ り 方 は, 居 住 者 の 側 の 諸 要 求 に 根ざ し た かた ち で 計 画 さ れ 、 実 行 さ れ

る方 向性 を もつ こ と が 望 まし い と 考 え る 。 そ こ でr 居 住 者 の主 体 形 成 」 が地 域 形 成 の 上

に 関 連性 が あ るこ と に 着 目 して 、 本 報 告 で は そ れを 明 ら か に する 一 つ の 手 が か り と し て 居

住 者 の永 住 意 識・ 地 域 に 対 す る 意 識や 態 度 等 に つ い て 検 討 を 行っ て い く 。

方 法　　1986 年 ８ 月 に 都 内A   地 域 居 住 者 を 対 象に 地域 居 佳 者 の 意 識 調 査 を 実 施し た 。調 査 用

紙 の 配布 は 戸 別 訪 問・ 留 置 法 に よ り 行 い 、回 収は 戸 別 訪問 に よ り 付 属 的 に 聞 き 取 り 調杢 も

実 施し た 。A 地 域 世帯 数 は 約1500 、 本 調 査 で は　250 世 帯 に 調 査を 依 頼 し, 244 の 有 効 回答 を

得 た 。

結 果　　 居 住 者 の 永 住 意 識 別 に分 類 する と 、1. 永 住 す る つ も り2. 転 居 を 考 え て い る3. わ から

な い とい う ３ グ ル ープ に 分 け ら れ る 。 そ の 特 徴 は 、1. グループ： 永住 志 向 者 の 中で 、 地 域に対

す る 意 識 の 高 い 者 ほ ど こ の 地域 の 住み よ さ を あ げ る 一 方 で 、住 み に く い 点 につ い て も間題

意 識 を 持 ち 、 積 極 的 態 度 を 示 す と 言え る 。 同じ 永 住 志 向 者 で あ っ て も 地 域 に対 す る,t  謀 が

低 い 居住 者 は 。 地 域 へ の 態 度 も 消 極的 傾 向 を 示し 、 地 域 の 住 みよ さ で は 交 通・ 買 い 物の利

便 性 をあ げ る。に と ど ま っ て い る 。2. グループ： 転 居 を考 え て い る 居住 者 の 中 で 、2 ，3 年 後に転

居 す るつ も り であ る 場 合 は 明 ら か に そ の 意 識・ 態度 は 低く 消 極的 と な る 。 ま た 、 老 後 に転

居 す るこ と を 考 え て い る 居 住 者は 、地 域 へ の 関 心 度 は 比ｔ 的 高い.     3 .グル-プ:   わ か ら ないと

い う 居 住 者 は 、 地 域 に 対 す る意 識は 高 く 、 そ れ が 間 題 意 識化 し 、 選 択 を 迷 わ せ て も い る。

こ れ ら は 、 主 体 形 成 を 捉 え る 上 で 手 が か り とな る が 、 さ ら に 有効 な 研 究 視 点 が 必 要であ る。
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